
                       
ス ロ バ キ ア 国 立 ル チ ニ ッ ツ ア 民 族 舞 踊 団   ☆ 伊 勢 公 演 ☆                       

創立 60 周年記念事業として２月２９日観光文化会館でたくさんのお客さまに 

 来ていただき若さとスピード 躍動感溢れる踊りを見ていただきました。              
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   スロバキア民族舞踊団公演を終えて 

                    

                   たんぽぽ   中村 裕子 

続々と足を運ぶ人 人 人、、、、観文へ 

寒い中、遠方からお越しの皆様は駐車場確保など大変だった事でしょう。   

主催者である私達は裏方として開演に向けて長時間それぞれの持ち場の準備に

まっしぐら、、、、大勢の方々をお迎えすると言う事は、こんなに大変な苦労があ

ることに改めて気づかされました。与えられた任務をただ漠然とこなす事に半

ば不安と戸惑いを感じましたが、私達スタッフを引っ張ってくれる、西世古顧

問 竹内会長のリーダーシップに頭が下がります。 

 舞台では、軽やかな足さばき 鮮やかな衣装 ダイナミックな音楽と踊り、

みだれのないチームワークは見事でした。 

ご来場の皆様はすばらしい踊りを堪能されたことでしょう。帰路に着く観客

の皆様の笑顔は私達の疲れを忘れさせてくれました。 

  

 新しい年もフォークダンス 

 

 

                      コスモス    久保 喜代子 

 新しい年がスタートしました。実は、私の年です。五周年記念年です。 

フォークダンスを教わり始めてから、もう二年近くになります。やさしく、温かい皆様と

出会えて本当に良かったと思います。例会では、始終笑顔が広がり、とても居心地の良い

所です。 

 昨年度は、芸能祭への参加を通して、みんなで、創り上げていく喜びを体験させて頂き

ました。ホームページでの動画で、みんなの気持ちが一つになっていると感じました。  

私は、下ばかり見ていましたが。 

 協会の皆様やコスモスの皆様と、フォークダンスの絆で結ばれていることに感謝してお

ります。  

 

                 

                      アカシア    久保田 純子 

 私達が今までに経験したことのない、未曾有の東日本大震災から、一年がたちました。 

去年一年は被災された方々にとって、とてもつらく苦しい日々の連続だったと思います。 

そのうえ、今年の寒さは北海道から東北日本海側全般に、たいへんな豪雪でした。屋根

の除雪作業や雪かきなど、大変だったと思います。一日も早く復興して、もとの生活に戻

れる日が来ることを、心から願っております。 

 今年は、五十九周年を迎える、フォークダンス協会で、私達アカシアは、会員二十名の

小さなサークルですが、いつも笑顔のたえない明るい雰囲気の中で、二人の先生には、 

       

 

 

 



熱心に根気よく指導して頂き、感謝しております。家族の協力もあり、 

サークル全員が健康で少しでも長く続けられ、楽しく踊っていきたいと思 

っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 想いで・・・・ 

 

                 カトレア   村井 正治 

 フォークダンスの想いでは沢山ありますが、振り返るといつも親しい人達が 

そばに居てくれますので感謝です。 

 想い起こすと、18歳の時でしたから踊り始めてまもなく 50年になりますね。

途中仕事などで踊っていない時がありましたが。踊り始めのきっかけは男性 

友人と２人で高柳の夜店に行く途中、友人が「寄り道をしたいので」と言って 

厚生小学校の講堂に寄りました。そこでは聞いたことの無いような音楽と若者

30人ほどが踊っていました。友人は前から踊っていたらしく、「少し踊ってい

くので待っててくれる」と言って輪の中へ。椅子が有ったので座ってしばらく 

見てましたが、こんなのよく踊ってるなー・・・・と、見ていたら、 

「１人足らないのでそこの人ここへ来て」と、声がかかりました。とんでもな

いと手を振って断りました。すると女性が近くへ来て手を取り、「歩けたら良

いのでお願い」と輪の中へ・・・踊った事が無いのにと思いながら、説明を 

中でしてくれるのですが良く理解できません。音楽がかかって体を動かすので

すが、上手に踊れず右の女性の足を思いっきり踏んでしまったのです。これは

だめだと思い輪の外に出ようとすると、笑いながらその女性は「よくある事で

すよ」と言ってそのまま 30分程体を動かしていたのですが、１時間以上経っ

たように思いました。その時自分はこんなに不器用だったのかな～と思ったも

のです。少しは体を動かすことに自信があったのに・・・落ち込んだものです。

そこには男性が２０人と女性が 10人位いたように思います。 

 その後機会があったので、隣の人の足を踏まないように気を付けようと一生

懸命でした。その時は踏む事はなかったのですが。（中抜きで） 

 そのままずーっと今に。人の思いやりと温もりを感じながら踊らせてもらっ

ています。 
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行事予定 

             

     

       一年間をふり返って 

                  

            伊勢フォークダンス協会副会長  村井 和子 

 副会長という大役を仰せ付かって早一年が終わろうとしていますが、    

何をやって来たのか自問自答しています。 

 一日ずつ六十周年に近づいています。 

思い出に残る行事になる様に皆様ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

            伊勢フォークダンス協会会長   竹内 千恵子 

 協会 60周年記念行事のスロバキア国立舞踊団「ルチニッツア」の伊勢公演 

も無事に終える事ができました。伊勢市内をはじめ、遠方からもたくさんの 

皆様に来ていただき、ありがとうございました。 

 「感動したわ」「素敵だった」の声を聞き、満足感でいっぱいです。 

伊勢市長からも「子供から高齢者まで楽しみ交流できるフォークダンスで 

“笑子幸齢”（しょうしこうれい）のまちづくりに、力添えを・・・」と、 

あたたかいメッセージをいただきました。 

会員の皆様と共に、益々フォークダンスの輪を広げましょう。 

 

 

 

 

◎伊勢市民活動フェスティバル ３月２０日(火)   サブアリーナ 

 

◎総会            ３月３１日(土)   いせトピア 

 

◎熊野古道ウォーク      ４月１５日(日)   三木峠・羽後峠 

 

 編集後記 

 

ロンド１５５号は今年度の最終号です。急な原稿依頼にも          

快く応じてくださった方々ありがとうございました。 

心よりお礼申し上げます。 


